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要     約 

 ニホンナシ‘新高’のていあ部に発生する裂果の発生実態を調査し，果実の肥大特性等から 

裂果の軽減技術について検討した． 

１．裂果の発生には年次間差があり，１果重が大きいほど裂果発生率が高くなった． 

２．４ＰＵ処理区および無処理区に比べ，ＧＡテープおよびＧＡペースト処理区は，果実の 

   生育初期（幼果期）の肥大が促進された．また，ＧＡテープ区は１果重の増加が大きかった． 

３．ＧＡテープ（満開後 17日区，30日区），ＧＡペースト（満開後 30日区）を果梗部に貼布す 

   ることにより，裂果発生率が軽減した．特に，ＧＡテープを満開後 30日に処理した区でそ 

   の効果が高かった． 
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